
日
本
の
国
産
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
作
ら
れ
て
百
年
の
今
、
そ
の
創
始
者
の

一

幸
内
純
一
の
憂
鬱

ア
ナ
キ
ズ
ム
、

文
学
部
国
文
学
科
専
任
講
師

足
立

は
、
雹
が
生
成
さ
れ
る
過
程
を
こ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
、

r
朱
子

語
類
』
巻
二
所
収
の
言
説
か
ら
知
れ
る
。
そ
の
言
説
を
展
開
す
る
中
で
朱
憲
は、

「
晰
錫
は
雹
を
生
成
す
る
」
と
い
う
現
象
の
根
拠
に
、

「夷
堅
志
」
の
記
録
を
用

い
て
い
る
。

『
夷
堅
志
』

は
、
洪
邁

(
-
―
二
三
ー
―
二

0
二）

の
撰
に
よ
る
志
怪
小
説

集
で
あ
る
。

こ
の

『
夷
堅
志
』
乙
志
巻
十
三
に、

「
嵩
山
三
異
」
と
題
し
た
記

録
が
あ
る
。
そ
の
話
中
に
、
晰
錫
が
雹
を
生
成
し
て
い
る
様
子
が
描
写
さ
れ
て

い
て
、
そ
れ
を
朱
点
は
根
拠
の
ひ
と
つ
と
し
て
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
朱
窺
の
言
説
は
、
そ
も
そ
も
が
程
顆
と
張
載
と
の
間
で
交
わ
さ
れ

た
、
晰
錫
と
雹
と
の
因
果
関
係
に
関
す
る
問
答
に
端
を
発
し
て
い
る
。

朱
窯
は
、

「
晰
錫
は
雹
を
生
成
す
る
」
と
い
う
現
象
を
事
実
で
あ
ろ
う
と
認

識
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
陰
陽
と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
朱
媒
流
の
合
理
的

思
考
で
理
解
し
て
い
た
。

本
発
表
で
は
、
先
に
挙
げ
た

「
朱
子
語
類
』
巻
二
に
所
収
さ
れ
て

い
る
言
説

を
中
心
に
、
朱
窯
の
思
考
営
為
の

一
側
面
を
考
え
て
み
る
。
ま
た
こ
の
作
業
の

一
環
と
し
て
、
他
の
宋
代
士
大
夫
達
に
よ
る
、
晰
錫
が
雹
を
生
成
す
る
現
象
に

関
す
る
認
識
も
確
認
す
る
。

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
戦
争
協
力

元

文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
二
年

漱
石
か
ら
の
音
を
聴
く

ー

『
三
四
郎
』

を
中
心
に

パ
ク
・
ヨ
ン
ソ
ン

人
、
幸
内
純

一
(
-
八
八
六
ー
一

九
七

0
)
に
つ
い
て
振
り
返

っ
て
み
た
い
。

こ
の
人
物
が
ア
ナ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
家
で
あ
っ
た

こ
と
、
そ
し
て
後
に
権
力
側
と
戦
争
に
加
担
し
た
こ
と
は
、
単
な
る
変
節
と
し

て
済
ま
す
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。

幸
内
は
、
若
き
日
に
画
家
を
諦
め

て、

漫
画
家
の
道
に
進
ん
だ
。
一

九

―
二

年
に
ア
ナ
キ
ス
ト
の
大
杉
栄
ら
が
創
刊
し
た
文
芸
誌

『近
代
思
想
」
に

「
同
志
」

と
し
て
関
わ
り
、
そ
の
巻
頭
に
鎖
を
引
き
ち
ぎ
ろ
う
と
す
る
男
の
絵
を
寄
せ
た
。

そ
の
絵
は
、
大
杉
の
詩
作
を
触
発
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
一

九

一
七
年
に
は
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

「
な
ま
く
ら
刀
」
を
発
表
し
た
。
そ
れ
は
、
日
本
に
お
い
て
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
歴
史
が
交
差
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
し
か

し
、
戦
時
中
に
は
翼
賛
的
な
作
品
を
進
ん
で
制
作
し
、
戦
後
は
表
舞
台
か
ら
消

え
た
。

結
局
幸
内
の
人
生
は
挫
折
の
連
続
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
彼
は
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
他
に
も
、

「
鎖
」
を
め
ぐ
る
表
現
史
の
萌
芽
を
撒
い
て
い

た
。
後
の
画
家
た
ち
に
よ
っ
て
変
奏
さ
れ
た

「鎖
」
の
か
た
ち
か
ら
は
、
個
人

を
超
え
た
反
逆
の
精
神
史
が
浮
か
び
上
が
る
。

〈
第
II
会
場
〉

漱
石
の
作
品
に
お
い
て

「
心
の
自
由
」
の
解
釈
を
す
る
際
に、

音
の
分
析
を
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『青
い
山
脈
』
は
石
坂
洋
次
郎
の
小
説
に
始
ま
り
、
映
画
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、

歌
謡
曲
な
ど
、
幅
広
い
メ
デ

ィ
ア
領
域
に
ま
た
が
る
作
品
で
あ
る
。
と
り
わ
け

歌
謡
曲

『
青
い
山
脈
』
は
、
か
つ
て
国
民
的
愛
唱
歌
の
代
名
詞
と
し
て
、

「
日

本
人
の
好
む
歌
」
の
一
位
に
選
ば
れ
る
知
名
度
と
人
気
を
獲
得
し
た
。
ま
た
、

『
青
い
山
脈
」
は
、
昭
和
の
各
年
代
で
合
計
五
回
の
映
画
化
を
果
た
し
て
い
る

文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
二
年

松

井

秀

之

介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
視
点
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
の
が
こ
の
発
表

目
的
で
あ
る
。
後
に

『
野
分
』
、

『
こ
こ
ろ
』
も

一
緒
に
扱
う
の
だ
が
、
今
回
は

『三
四
郎
』
を
中
心
と
し
て
扱
う
。
こ
れ
ら
の
作
品
中
の

「
音
」
に
着
目
し
、

テ
ク
ス
ト
を
通
し
、
作
中
の
人
物
の
内
面
の
揺
れ
を
考
察
す
る
。
三

つ
の
作
品

に
見
ら
れ
る
心
の
自
由
を

「音
」
を
通
じ
て
追
求
し
、
明
治
時
代
の
文
化
の
多

様
性
を
考
え
る
。
特
に

『三
四
郎
』
の
テ
ー
マ
の

一
っ
で
あ
る
、
「
心
の
自
由
」

は
漱
石
文
学
の
重
要
な
人
心
の
現
実
描
与
で
も
あ
る
。
三

つ
の
作
品
で
通
低
す

る

「音
」
は
世
界
人
の
内
面
の
道
具
と
し
て
人
間
が
受
け
つ
い
で
き
た
、
東
西

思
想
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
し
た
い
。
そ
の
時
世
に
生
き
て
き
た
平
凡
な
人
々

の
考
え
方
や
人
物
の
迷
い
を

「音
」
で
追
う
と
、
新
し
い
解
釈
が
可
能
で
あ
ろ

う
。
ま
ず
、

「三
四
郎
』
の
偉
大
な
る
心
の
流
れ
が
彼
を
変
化
さ
せ
て
い
く

人
間
力
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
。

歌
謡
曲
『
青
い
山
脈
』
論

ー

民
主
主
義
の
再
興
と

映
画
主
題
歌
と
し
て
の
隠
蔽
I

が
、
そ
の
全
て
に
歌
謡
曲

『青
い
山
脈
』
は
主
題
歌
と
し
て
起
用
さ
れ
続
け
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の

『青
い
山
脈
』
論
に
お
け
る
歌
謡
曲
の

存
在
は
、
あ
く
ま
で
基
本
情
報
の

一
材
料
と
し
て
引
用
さ
れ
る
に
留
ま
り
、
軽

視
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
。

本
発
表
は
、
こ
れ
ま
て
の
先
行
研
究
に
お
い
て

「
明
る
い
」
イ
メ
ー
ジ
以
上

の
精
査
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
歌
謡
曲
の
視
点
か
ら
、

『青
い
山
脈
』
論
に

一
石
を
投
じ
る
も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
に
、
歌
詞
の
中
で
も
そ
の
象
徴
と
し
て

多
く
引
用
さ
れ
て
き
た

「雪
割
桜
」
を
中
心
に
、
歌
謡
曲

『青
い
山
脈
』
の
作

品
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
、
映
画
主
題
歌
と
し
て
劇
中
で
流
さ
れ
る
際
、

第
三
聯
の
歌
詞
が
省
略
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
考
察
す
る
こ
と
で
、
『
青
い

山
脈
』
論
の
研
究
課
題
の

一
っ
に
挙
げ
ら
れ
る
、

『
青
い
山
脈
』
が
現
代
か
ら

姿
を
消
し
た
背
景
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

開
高
健
の
「
集
団
」
観

ー

開
高
健
『
日
本
三
文
オ
ペ
ラ
』
の

同
時
代
的
意
義
ー
|
_

開
高
健
は
先
行
研
究
で
度
々
そ
の
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
さ
が
指
摘
さ
れ
、
現
在

に
お
い
て
も
い
ま
だ
文
学
史
的
な
位
薗
づ
け
が
明
確
に
な
さ
れ
て
い
な
い
作
家

で
あ
る
。
理
由
と
し
て
は
、
小
説
以
外
に
ル
ボ
ル
タ
ー
ジ
ュ
、
食
や
釣
り
に
関

す
る
エ
ッ
セ
イ
な
ど
、
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
初
期
か

ら
後
期
に
か
け
て
大
き
く
作
風
が
転
換
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の

文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
前
期
課
程

一
年

丹
冶

可
奈
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